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火災による損傷防止

（安全機能を有する機器等の抽出について）
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【安全機能を有する構築物，系統及び機器】

【火災防護対策を講じる対象】
重要度分類のクラス１，２及び安全評価上その機能を期待する

クラス３に属する構築物，系統及び機器

原子炉の高温停止及び
低温停止に必要な機器

放射性物質の貯蔵又は
閉じ込めに必要な機器

その他の構築物，
系統及び機器

資料［第８条 火災による損傷の防止］
1.1.5.1 (2) 安全機能を有する構築物，系統及び機器

発電用原子炉施設は，火災によりその安全性を損なわ
ないように，適切な火災防護対策を講じる設計とする。火
災防護対策を講じる対象として重要分類のクラス1，クラス
2及び安全評価上その機能を期待するクラス3に属する構
築物，系統及び機器とする。

（上記続き）
その上で，上記構築物系統及び機器の中から原子炉の

高温停止及び低温停止を達成し，維持するための構築物，
系統及び機器並びに放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機
能を有する構築物，系統及び機器を抽出し，火災の発生
防止，火災の感知及び消火並びに火災の影響軽減のそ
れぞれを考慮した火災防護対策を講じる。

①

②

③

（上記続き）
その他の設計基準対象施設は，消防法，建築基準法，

日本電気協会電気技術規定・指針に基づき設備に応じた
火災防護対策を講じる設計とする。

火災区域の設定

火災による影響の評価

影響あり

火災の発生防止，感知・
消火及び影響軽減のそれ

ぞれを考慮した対策

消防法，建築基準
法等による対策

消防法，建築基準
法等による対策

安全機能を有する構築物，系統及び機器の抽出フロー

安全機能を有する構築物，系統及び機器の抽出について

まとめ資料の記載

④

①

②

③

RHR，DG，DC容器等 TBV，
復水器等

No

Yes

(1) 指摘事項

先行PWRでは，防護対象の抽出に「重要度分類のクラス１，クラス２及び安全評価上その機能を期待するクラスに属する機器」の考え方
はないが，東海第二の防護対象の抽出の考え方（フロー）を整理すること。

(2) 回答

火災防護対策を講じる対象を「重要度分類のクラス１，クラス２及び安全評価上その機能を期待するクラスに属する機器」とした上で，安
全機能を有する構築物，系統及び機器を抽出し，抽出された機器に対して火災防護対策を実施する設計とする。 （詳細は以下の通り）

DC容器等RHR，DG等

DC容器等RHR，DG等
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①

②

④

安全機能を有する構築物，系統及び機器の抽出について

8条-別添1-資料2-添付1の抜粋（前頁の抽出フローとリンク）

③


